
第 9回名立区地域協議会 次第 

日時：令和 6年 2月 27日（火） 午後 6時 30分から 
                      場所：名立地区公民館 第 1・2会議室 

 

 

1 開 会 

 

 

 

2 報告事項 

  (1) 地域独自の予算の事業一覧について       ・・・資料 No.1 

 

 

 

3 協議事項 

  (1) 自主的審議事項「ろばた館の利活用について」  ・・・資料 No.2-1、2-2 

 

 

 

4 その他事項 

 

 

 

5 閉 会 



目の名称 事業名 課名

1 名立機雷爆発事件継承事業
市
（提案団体：名立の子ど
もを守り育む会）

60 一般管理費
非核平和友好都
市宣言推進事業

多文化共生課

2
名立駅マイ・ステーション
作戦事業

名立駅マイ・ステーショ
ン作戦実行委員会

216 企画費
並行在来線対策
事業

交通政策課

3 名立太鼓40周年記念事業 名立太鼓連中 272 文化振興費 文化振興企画費 文化振興課

4
名立区いきいきサロン運営
事業

名立区いきいきサロン運
営協議会

338 老人福祉費
生きがいと健康
づくり推進事業

高齢者支援課

5
中山間地域再生可能エネル
ギー活用研究事業

名立区脱炭素地域づくり
研究会

133 環境総務費
脱炭素社会推進
事業

環境政策課

6
名立そばと旬の農産物フェ
ア事業

名立区農業振興協議会 348 農業総務費
ろばた館管理運
営費

農村振興課

7 水源保護地域の森活用事業 輝く里不動の会 369 林業総務費 林業総務費 農林水産整備課

8
水源かん養地維持に向けた
森林調査事業

不動生産森林組合 1,582 林業振興費
森林保育管理事
業

農林水産整備課

9
雪を活かしたまちづくり推
進事業

輝く里不動の会 459 観光交流費
観光振興対策事
業

観光振興課

10
名立ウォーキングツーリズ
ム事業

ふるさと名立のくらしと
文化伝統を語り継ぐ会

167 観光交流費
観光振興対策事
業

観光振興課

11 名立オータムフェスタ事業
名立オータムフェスタ実
行委員会

1,083 観光交流費
観光振興対策事
業

観光振興課

12
名立区の魅力を創造し発信
する事業

特定非営利活動法人　名
立の100年後を創造する
会

662 観光交流費 観光企画費 魅力創造課

計　12件 5,689

令和6年度地域独自の予算事業一覧表（名立区）

※令和6年度の予算は、令和6年第2回（3月）上越市議会定例会での議決をもって成立します。

事 業 名 実施主体
予算額
(千円)

歳出科目

資料No.1



ろばた館の利活用案に関する意見交換会の結果 

 

団体名 意見交換での主な意見 

折居ソバ生産組合 

【実施日】2/8 

【協】6人【団】1 人 

・現在は玄ソバを家の石臼で製粉しているため、一日に製粉できる量に限りがある。

ろばた館が製粉できるところになれば利用する。 

・そばの製粉・製麺だけでなく、そば打ち体験をして食すところまでやりたい。 

・ろばた館のまわりの耕作放棄地も、地権者の協力があればそばを植えることがで

きる。 

名立加工グループの会 

【実施日】2/11 

【協】6人【団】6 人 

・温泉がなくなれば、うまいもん市だけでの集客は難しい。イベントとセットでの

実施などを考えていきたい。 

・梅を使った事業（収穫体験、料理体験など）をやりたい。 

・例年行っているそば打ち体験は大変人気がある。 

・体験型は人気があるので、山菜の下処理から調理して食すという「山菜の教室」

も面白い。 

名立区農業振興協議会 

【事務局聞取】2/13 

・来年度事業としてろばた館を会場としたそばまつり（夏・秋）とそば打ち体験を

行っていく予定 

・今後もそばを活用した事業を継続するとともに、新たな取組を企画し、さらなる

農村地域の活性化を目指していきたい。 

輝く里不動の会 

【実施日】2/14 

【協】2人【団】2 人 

・不動地区にそばの打ち手は何人かいることから、そば打ちで協力することはでき

るが、当地区だけでそば打ちをしていくことは難しい。 

・他地区にもそばの打ち手はいるので、それらと合同であったり、交代しながら使

っていくのが良いのではないか。 

上名立地区振興協議会 

【実施日】2/14 

【協】6人【団】1 人 

・地域のイベント等で年数回利用している。今後も地域のイベントでの活用を図っ

ていく。 

・そばまつりのようなろばた館を活用したイベントが行われれば、可能な範囲で協

力する。 

JAえちご上越女性部 

【実施日】2/9 

【協】3人【団】2 人 

・地元食材の PRにつながるイベントであれば、協力することはできる。 

名立商工会女性部 

【実施日】2/15 

【協】5人【団】3 人 

・名立区には親と子が集まり、交流を持てる場所がない。例えば、ろばた館に食堂

を活用した喫茶店などがあるとよい。 

・女性部だけで活用していくことは難しいが、女性部の地域貢献活動として、イベ

ントへの協力などはできる。 

食生活改善推進員会 

【実施日】2/9 

【協】3人【団】2 人 

・区内の健康状態や、減塩料理のおいしさ等を区民に対して伝えたいと思っている。 

・食推として活用するなら、料理教室ではなく、食と健康に関するセミナー及び減

塩料理等の試食をする会を行いたい。 

・名立区いきいきサロ

ン運営協議会 

・老人クラブ連合会 

【事務局聞取】2/19 

・南部ではサロンの参加者が減り、今後は複数サロンの合同開催や、老人クラブと

の合同開催なども考えなければならないが、会場までの距離が延びることや、実施

内容が異なることなど、整理しなければならない課題がある。 

資料 No.2-1 



魅力ある名立を創造する「ろばた館」の利活用(案)

地域の魅力を高める拠点

地域支え合いの拠点 地域の経済活動を支える拠点

地域内の多世代の交流拠点

施設整備のポイント

そば打ち体験

通いの場

食と健康に関するセミナー

料理教室

そば・農産物の加工施設

食品衛生法基準（令和３年６月法改正）に合致した施設の改修 ⇒ 厳格な衛生管理手法に沿った製造施設の整備

定期的な農産加工品の販売

食などのイベント会場

・漬物、麺類、惣菜などの製造業に必要な施設整備
・各種製造業に必要な備品、消耗品の購入
・イベント来場者目線での環境整備

4つの価値を高める「小さな拠点」

資料No.2-2


